異端の作曲家「エリック・サティ」とその時代展
Bunkamura ザ・ミュージアム（渋谷）　　2015.07.08．〜08.30
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　「エリック・サティ」（1866〜1925）は、20世紀への転換期に活躍したフランスの作曲家で、芸術家たちが集い自由な雰囲気をたたえるモンマルトルに住んで活動を開始し、その後生涯を通じて芸術家との交流を続けていた作曲家である。
　彼は、クラシック・新古典主義・ロマン音楽をジャンルとして、「音楽界の異端児」「音楽界の変わり者」と称されて、西洋音楽に大きな影響を与えた。
　そして、第一次大戦中より大規模な舞台作品にも関与し、「ピカソ」とはバレエ・リュスの公演≪バラード≫を、「ピカビア」とはスエーデン・バレエ団の《本日休演》を成功させている。
　ポスターの写真は、フランシス・ピカピア（《本日休演》の楽譜の口絵(部分)、（1926年）、紙・リトグラフ、「エリック・サティ」作曲、「シャルル・マルタン」挿絵≪スポーツと気晴らし≫より、《カーニバル》（1914〜23年）紙。
　本展では、「眼を持った唯一の音楽家」と評された「サティ」の活動を芸術家との交流の中で捉え、刺激を与え合った芸術家たちの作品を通して、作曲家としての新たな側面を浮かび上がらせて、「サティ」作の音楽とともに鑑賞できる。
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　「パブロ・ピカソ」《「バラード」の中国の奇術師》「ラ・ダンス」（1920年）表紙　(左)
　当時「アンドレ・ドラン」「マン・レイ」「ジョルジュ・ブラック」らのダダイストたちが「サティ」との交流から数多くの作品を生み出していった。
「ダダイズム」とは、1910年代後半に起こった芸術思想・芸術運動のことで、依存の秩序や常識に対する否定、攻撃、破壊といった思想を大きな特徴として、ここに属する芸術家たちを「ダダイスト」と呼んでいる。
